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メラノーマ治療の

「現在地」と「今後の展望」

メラノーマ診療ガイドラインから考える治療選択
患者に寄り添った診療を目指して

福島 聡 先生 熊本大学皮膚科

日本人BRAF陽性メラノーマ治療
－「長期生存を目指す治療」をともに考える－

福島 聡 先生 熊本大学皮膚科

加藤 裕史 先生 名古屋市立大学 皮膚科

E会場
（みやこめっせ  特別展示場A）

2026年
7月10日（金）

12:00～13:00

Keynote Lecture

Discussion

松下 茂人 先生 鹿児島医療センター 皮膚腫瘍科総合座長

演者

症例提示

ディスカッサント
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